


「安全上のご注意」
■ご使月の前に 「安全上のご注意Jをよくお読みのうえ 正しくお使いください

″ここに示した注意事項は 製品を安全に正しくお使いいただき あなたや他の人々

への危害や損害を未然に防止するためのものです また注意事項は 危害や損

害の大きさと切迫の程度を明示するために 誤つた取扱いをすると生じることが想

定される内容を 『警告 J「 注意Jの 2つに区分しています いずれも安全に関する

重要な内容てすのて 必ず守ってください

△警告酎蠣憩脂鋪羅摯∬驚警
又は熊を

△注意樹猛朧漁詔淵雲碗糖翼鷲習
籠

絵 表 示 の例

①

ｅ

●記号は 禁上の行為であることを告げるものです 回の中や近辺に具体的な

禁上内容 (左図の場合は分解禁上)が描かれています

●記号 よ 行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです 図の中に具

体的な指示内容 (左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください)が

描かれています

おヽ読みになつた後は お使いになる方がいつても見られるところに必ず保管してください

生
ロ△ 警

●
羽根 ガードをつけずに モーターを運颯しないでください けがをする恐れが
あります

③
水につけたり 水をかけたりしないて下さい
ショート感電の恐れがあります

①
修理技術者以外の人は 絶対に分解したり修理 改造は行わないてください

発火したり 異常動作してけがをすることがあります

e お手入れの際は必ず電源ブラグをコンセントから抜いてください また 濡れ
た手で抜きをししないてください 感電やけがをすることがあります

⑬
包装用ボリ袋はお子様の手の届かない場所に保管する

誤って顔にかぶったり 巻き付いたりして室忠し 死亡の原因となります

●
使用中 硼 根の回転中)に ガードを持つて 上下 左右に風向きを変えない

ガードを持って 強く操作すると 羽根がガードこあたる場合があり 羽根が破損
し ケガをする原因になります

●
転倒 による羽根破損に注意して下さい .

本体の転倒や落下により羽根が破損するおそれがあります
使用中やお手入れの際は十分にご注意くださも、
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△ 注 思

●

交流 100V以外ては使用しないてください

火災 感電の原因となります

本製品は 一般家庭用です 次のような所で ま使わないて下さい 感電

火災 敏損 故障の原因になります
●温室やビニールハウスなど湿度の高い所 雨や水しヽ きがかかる所
●工場内などの油のつきやすい所
●有機溶剤を使用している所
●砂ほこり 紳ほこり 金属粉の多い所

●
=外

l●40℃ 以上の高温になる所

●ガスレンジなど業の近くや ;火性のガスのある所

髪をガードこ近づけすぎない.

髪が巻き込まれてけがをする恐れがあります

畳 床面などでベースを
=き

ずらない

量 床面などを傷つける恐れがあります

さだくて

こあてなｔ”
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』
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重源コードを輌付けたり 破損したり 加工したり 無理に曲げたり 引張つたり
ねじつたり たばねたりしないてください また 重いものを社せたり 挟み込ん
だり 加工したりすると 電源コードが駿損し 火災 感電の原因となります

電源コードや電源プラグがいたんだリ コンセントの差し込みがゆるいときは
使用しないてください 感電 ショート発火の原因になります 電源コードを束

・12である結東バンドよ必ずはずしてお使いください

⑨ ガードの中や可動部へ11などを入れないてください |ナがをする恐れがあります。

0 電源プラグを抜くときは 電源コードを持たずに必ず先lllの電源プラグを持っ
て引き抜いてください 感電やショートして発火することがあります

e 使用時以外 ま 電源プラグをコンセントから抜いてください |ナボややけど 絶

綴劣化による感電 漏電 火災の原因になります

0
本体に異常

`大
きな騒音や大きな振動など)が発生した場合は ただちにご

使用を中止し コンセントから電源プラグを抜いてください

電源プラグのほこりなどは 定期的に取る

電源ブラグを抜き 乾いた布でらいてください
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「各部の名称と使いかた」

ガード

お 願 い |カーテンなどの障害物の周囲や不安定な場所をさけてご使用ください

]]根

風i切着
スイッテ

ベース

風量切替スイッチの使い方

●電源プラグを交読(∞Vのコンセントに

根元まで籠実に差し込んでください

●鳳量切讐スイッチを回 してお好み

の最量をお選びください

首振り

首振りつまみを下へ押すと

首振りを始め 上に号き

あげると停止します

(ご注意)

首振り運転中 無理に

ガードを動かしたり
固定させたりしないてください

風向調節のやり方1運 FF停止で行つて下さい)

上下に風向きを変える時はベース部を
きさえて モーター部を上下に動かして
下さい

■下 ●蜀かす

△ 警告

運転中は絶対にガード
=触

れないで

下さい

羽根割れやケガの原因となります
風向き調整時は ガードをもたず
モーター部を持つて行つて下さい

転倒による羽根破損に注意
本体の転倒や落下により 羽根が破

損するおそれがあります
使用中やお手入れの際 ま十分にご注

意ください
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「お手入れと保管」

〈お手入れ〉
●お手入れをしていただく前には必ず風量切書スイッチを「切Jこ合わせて停止させてその後
電漁プラグを持つてコンセントから抜いてください

●汚れは水かぬるま場でうすめた中性洗剤に浸した柔らかい布をかたくしまってふきさらこ乾
いた条らかい布で 洗剤が弱 ないようt8き取つてください

生
ロ

懇
百

⑬
羽根 ガードをつけずに モーターを運IIしなtヽてください けがをする恐れ
があります

e 工嚇
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力
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●お手入れには中性滉網を使用してくだ

動ま轟鑓郵とご武憮奪書

●化学雑巾を使うときは その注意書き
に従つてください.

い

・夕管腋総 〕鳴:鵠、
.賛り

`1:党

t洋ないてくださtヽ

麟 閣 鼎審鰯 曇専P

〈保管)

●くお手入わ)の方漱に従ってお手入れをして下さい
0本体や羽根につιヽた油はよくふき取つて下さい 樹1首が変色したり崚綺する原因に

なります
●包繊ケースQ品の入つていた箱奪,こ納め 浸気の少ないところに保管して下さい
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長年ご使用の扇風機はよく点検をお願いします。

★異常があれば★ こんな症状はありませんか ?

0スイッチを入れても羽根が回らない.

0羽根が回つても回転がおそかつたり

不規則
0モーター部が異常に無い
0異常な音がする
●コゲくさいにおいがする

ご使 用 中止 !:
すぐに電源プラグを抜いて

事故防止 モーターの焼損

防止のために必ず販売店

にご相誅 ださい

アフターサービスについて

修理 お手入れ ご使用方法などについてま まずお買い上 チの販売店へご相談下さい

C この製品は保lI=がついております お買い上 ザの際に販売店より必ず保;I

欄の「お買上げ年月日Jと f販売店印Jの記入をお受けください

保証期間はお買上げ日より1年てす 保証■の記載内容によりお買い上げの販

売店が修理をスリます その他詳細は保証■をご覧くださもヽ

保.Itt F.確 過後の修理についてはお買い上 ザの販売店にご相談ください

修理をすれば使用できる場合は ご希望により有料で修理をさせていただきます

扇風機の補修尉 l能部品の最lr屎有期F・lは製造打切後8年です この期間は

経済産業省の指導によるものです 1生能部品とはその製品の構i.を It持する
ために必要な部品です

アフターサービスについてご不明の場合 |ま お買上げの販売店 または当社修理

サービスセンターにお問い合わせください

※確 理部品について,

修理部品は部品共有化のため 一部仕様や外観色を変更する事があります

②

0

0

O

仕 様
電圧

(V)

周波数

(H2)

,肖 費電力

(VV)

風連

(m/mo)
風量

(m・/mo)
質量

(kg)

100
50 19 (21 12

約●2
60 17 116 12

上記のデーターは強風時点の数値です

※商品の仕様は 品質向上 製品改良のため 予■なく変更することがあります
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長期使用製品安全表示制度に基づ く本体表示について

(本体への表示内容 )

※経年劣

`と

により危書の発生が高まるおそれがあることを注意嗅起するために電気
月品安全法で義務付けられた以下の表示を対奉に行っています

【製造年】(本体に西層4桁で表示してあります)

〈設計上の標準使用期間とは)

※運|.‐時間やi湿度など 標準的な使用条件に彗ザく経年劣化に対して 製造した

年から安全上支障なく使用することができる捩年的な期間です。

Xt訃上の標準使用期日は 無債保II期日とは異なります また 憫発的な故障を

保肛するものでもありません

■標準的な使用条件 日本工業規格 (」:S C9921 1)及び
(社)日本電機工業会自主基準HD i10 3に よる

※ 【段II上の採牢使用期間】 4年
設Il■の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は 経年劣化
による発火 けが,の事故に至るおそれがあります

0「経年劣化とは」
長期r・lにわたる使用や放置に伴い生する劣イヒをいいます。

環境条件

電圧 単相交流100V

周波数 50Hz及び00H`

鼠度 0ぴC
漫産 65ヽ

設置条件 標準設置 (製品の取扱説明■による)

負荷条件 定格負荷(風速)(製品の取扱説明■による)

想定時間等

1日あたりの使用時間 8(h′ 日)

1口使用回数 5(回′口)

1年間の使用 口数 110(口 ′年 )

スイッチ操作回数 550(回′年)

首振運転の割合 100 (1)
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